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宮古諸島伊良部島から得られたヒレグロコロダイの標本に基づく北限記録

北　朋紘 1・今道智也 2

A specimen (283.5 mm standard length) of Diagramma 
melanacrum Johnson and Randall, 2001 was collected from Ira-
bu-jima island, Miyako Islands, Okinawa Prefecture, Japan. In 
Japanese waters, D. melanacrum has previously been recorded 
from Yaeyama Islands (precise locality unknown), Iriomote-jima 
island, Ishigaki-jima island, and Miyako-jima island, all in Oki-
nawa Prefecture; however, the records from Ishigaki-jima island 
and Miyako-jima island were based solely on photographs. The 
present specimen represents the first specimen-based record 
from the Miyako Islands, the third specimen-based record from 
Japan, and the northernmost record of the species based on a 
voucher specimen.
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 Abstract

イサキ科コロダイ属 Diagramma Oken, 1817は，下顎下

面にひげがないこと，正中線に沿った溝がないこと，背

鰭起部に前向棘がないこと，背鰭棘条数が 9‒10であるこ

となどの特徴により同科他属と区別され，日本国内には

コロダイ D. pictum (Thunberg, 1792)とヒレグロコロダイ D. 

melanacrum Johnson and Randall, 2001の 2種が分布してい

る（Smith and McKay, 1986; McKay, 2001；島田，2013；内

藤ほか，2017）．このうち，ヒレグロコロダイは宮古諸島

以南の琉球列島からミャンマー，オーストラリア南西部に

かけての西部太平洋および東部インド洋に分布し（Johnson 

et al., 2001; Allen et al., 2006; Allen and Erdmann, 2012; Chiang 

et al., 2014；内藤ほか，2017; Fricke et al., 2019; Parenti, 2019; 

Moore et al., 2020; Psomadakis et al., 2020; Gloerfelt-Tarp and 

Kailola, 2022; Allen and Erdmann, 2024），日本国内において

は八重山諸島（詳細な産地は不明），西表島，石垣島，宮

古島からの記録がある（Senou et al., 2007；島田，2013；

秋田ほか，2016；内藤ほか，2017；下瀬，2021）．しかし

ながら，標本に基づく記録は八重山諸島と西表島産の 2

例のみであり（秋田ほか，2016；内藤ほか，2017），宮古

島と石垣島の記録は写真のみ（Senou et al., 2007；島田，

2013）で標本に基づく記録はない．

2025年 10月 21日に沖縄県宮古諸島伊良部島から 1個

体のヒレグロコロダイが漁獲された．これは宮古諸島にお

いて初となる標本に基づく確かな記録であり，国内 3例目

の標本記録となる．また，標本に基づく本種の北限記録と

なるため，ここに報告する．

材料と方法
計数・計測方法は Johnson et al. (2001)に従った．標準

体長は，体長または SLと表記し，各部の計測はノギスを

用いて 0.1 mmまで行なった．色彩の記載は，固定前に撮

影されたカラー写真に基づく．標本の作製，登録，撮影，

および固定方法は本村（2009）に準拠した．本報告に用い

た標本は，国立科学博物館（NSMT）に収蔵されている．

Diagramma melanacrum Johnson and Randall, 2001

ヒレグロコロダイ
（Fig. 1; Table 1）

標本　NSMT-P 154154，体長 283.5 mm，沖縄県伊良部

島池間添，2025年 10月 21日，銛，新里拓人．

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合を Table 1

に示す．体は楕円形で，側扁する．体背縁は吻端から背鰭

第 5棘にかけて緩やかな弧をえがきながら上昇し，そこか

ら尾柄部にかけて緩やかに下降する．体腹縁は下顎先端か

ら腹鰭起部にかけて緩やかに下降し，そこから臀鰭起部に

かけて直線状を呈する．胸鰭基底上端は鰓蓋後端よりもわ
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ずかに後方，眼の下縁よりも下方に位置する．胸鰭基底下

端は腹鰭基底前端よりもわずかに前方，吻端よりもわずか

に下方に位置する．胸鰭後端はわずかに丸みを帯びる．腹

鰭基底前端は胸鰭基底後端よりもわずかに後方に位置す

る．腹鰭基底後端は背鰭第 6棘起部直下に位置する．腹鰭

外縁は基底前端から第 1軟条下端にかけて下降し，そこか

ら最後軟条後端にかけて緩やかに上昇する．たたんだ腹鰭

後端は肛門に達する．背鰭起部は鰓蓋後端よりもわずかに

前方に位置する．背鰭外縁は起部から第 3棘後端にかけて

急激に上昇した後，第 3棘後端から第 17軟条後端にかけ

て緩やかに下降し，そこから最後軟条後端にかけて弧をえ

がきながら下降する．背鰭起部に前向棘がない．背鰭棘部

と軟条部の間に明瞭な欠刻はなく，背鰭棘間の鰭膜にも欠

刻はない．背鰭棘条では第 3棘，背鰭軟条では第 17軟条

が最長．臀鰭起部は背鰭第 8軟条起部直下に位置する．臀

鰭の外縁は起部から第 2軟条後端にかけて下降した後，最

後軟条後端にかけて上昇する．臀鰭棘条では第 3棘，臀鰭

軟条では第 3軟条が最長．尾鰭は湾入型で，上葉の後端は

わずかに尖り，下葉の後端は丸みを帯びる．口は亜端位で，

上顎後端は眼の前縁下にわずかに達しない．両顎歯は円錐

状で，前鋤骨と口蓋骨に歯がない．下顎下面にひげがなく，

3対の孔器があり，正中線に沿った溝がない．両鼻孔は眼

の直前に位置し，互いに近接する．前鰓蓋骨後縁に微細な

鋸歯がある．眼の下縁は吻端より上方に位置する．体は櫛

鱗で覆われ，背鰭，臀鰭および尾鰭の基部も鱗で覆われる．

前鼻孔の直前および直下から眼の直前は無鱗．側線は胸鰭

基部上方から始まり，体の背縁に沿って弧を描きながら緩

やかに下降し，尾柄部で直線上となり，尾鰭基底を越えた

ところで終わる．側線鱗は側線始部から下尾骨後端付近ま

では管を有し，尾鰭の有鱗部では管を欠く．

色彩　生鮮時（Fig. 1）―体と頭部は灰色を呈し，体背

面は黄色を帯びる．鰓孔上端から鰓蓋後端にかけての鰓蓋

膜は褐色．背鰭基部および背鰭は黄色．胸鰭は一様に無色

半透明で，基部は褐色．腹鰭は黒色を呈し，基部は灰色．

臀鰭は黒色で，後端は無色半透明，基部は灰色．尾鰭の上

部 3/4は黄色で，下部 1/4は黒色．その基部は薄い紫色を

帯びた灰色．吻部，頭部背面，側線上方，背鰭および尾鰭

の上部 3/4に小褐色斑が密に分布する．眼窩は黄色で縁取

られる．虹彩は銀色を呈し，瞳孔は黒色．

分布　ヒレグロコロダイは宮古諸島以南の琉球列島，
台湾東岸，フィリピン諸島，マレーシア（サバ），ミャン

マー，インドネシア（ボルネオ島，マブール島，バリ島か

らニューギニア島西岸），フィジー（マナ島）およびオー

ストラリア（アシュモア・カルティエ諸島，キンバリー，

ティモール海のアシュモアリーフ）に分布する（Johnson 

et al., 2001; Allen et al., 2006; Allen and Erdmann, 2012, 2024; 

Chiang et al., 2014； 内 藤 ほ か，2017; Fricke et al., 2019; 

Parenti, 2019; Moore et al., 2020; Psomadakis et al., 2020; 

Gloerfelt-Tarp and Kailola, 2022）．日本国内からは宮古島，

石垣島，西表島および八重山諸島（沖縄県石垣市八重山漁

業協同組合に水揚げ：詳細な産地不明）から報告されてい

る（Senou et al., 2007；島田，2013；秋田ほか，2016；内

藤ほか，2017；下瀬，2021）．本研究により，新たに伊良

部島における分布が確認された．

Fig. 1. Fresh specimen of Diagramma melanacrum from Irabu-jima island, Miyako Islands, Okinawa Prefecture, Japan (NSMT-P 
154154, 283.5 mm SL).
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備考　本標本は背鰭起部に前向棘がないこと，下顎
にひげがないこと，下顎下面に 3対の孔器があり，正中

線に沿った溝がないこと，眼の下縁は吻端より上方に位

置すること，および背鰭棘数が 10であることから Smith 

and McKay (1986)やMcKay (2001)が定義したコロダイ属

Diagrammaに同定された．また，本標本は背鰭第 3棘が

最長であること，たたんだ腹鰭後端は肛門に達すること，

側線有孔鱗数が 57であること，背鰭と尾鰭の上部 3/4が

黄色，臀鰭，腹鰭の大部分と尾鰭の下部 1/4が黒色である

ことなどの特徴が Johnson et al. (2001)や内藤ほか（2017）

が示したヒレグロコロダイ D. melanacrumの標徴とよく一

致したため，本種に同定された．

なお，本標本の尾柄高，臀鰭基底長，腹鰭最長軟条長は，

Johnson et al. (2001)と内藤ほか（2017）が示した計測値と

相違がみられた（Table 1）．それらの差はわずかである（尾

柄高：0.3ポイント；臀鰭基底長：0.2ポイント；腹鰭最長

軟条長：0.3ポイント）ことに加え，先行研究の記載は，

Johnson et al. (2001)が 5標本，内藤ほか（2017）が 1標本

のみに基づくため，本種の種内変異を十分に反映していな

い可能性があることから，計測形質の相違は種内変異の範

囲内であると判断した．

ヒレグロコロダイはこれまで，Senou et al. (2007)や島

田（2013）により宮古島と石垣島から水中および釣獲写真

として報告され，標本に基づく記録はなかった．秋田ほか

（2016）は，2011–2014年に八重山諸島近海における漁獲

物を調査し，計 657回の漁獲物調査の中で 4個体のヒレグ

ロコロダイを確認した．そのうち，1個体が鹿児島大学総

合博物館に登録された（KAUM–I. 83466）．その後，内藤

ほか（2017）は，西表島産の標本に基づく記載と標準和名

を提唱した．また，下瀬（2021）は，八重山漁業協同組合

において 2010年 6月から 10年間にわたり実施された水揚

げ物調査で，本種 1個体を確認したことを報告した．なお，

本種の標本に基づく記録は，内藤ほか（2017）以降，報告

されていない．したがって，本研究における伊良部島産の

記載標本は宮古諸島初の標本に基づく確かな記録であり，

国内 3例目の標本記録であると同時に，標本に基づく本種

の北限記録となる．

本種の日本国内からの報告は稀であるが，八重山諸

島海域では散発的な漁獲が推定されている（秋田ほか，

2016: appendix 1）．また，宮古島漁業協同組合所属の漁業

者への聞き取りでは，宮古諸島海域においても散発的に漁

獲されており，多くは砂地に出現するとの証言が得られた

（高田和大氏，私信，2025年 11月 4日）．これらのことから，

八重山諸島および宮古諸島海域には，ヒレグロコロダイが

定常的に生息していることが示唆される．しかし，本種の

生息状況をより正確に理解するためには，今後，追加標本

に基づく知見の蓄積が望まれる．
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Table 1. Counts and measurements of Diagramma melanacrum.

This study Naito et al. 
(2017)

Johnson et 
al. (2001)

NSMT-P 
154154

BSKU 
50087 n = 5*

Irabu-jima 
island

Iriomote-
jima island Indonesia

Standard length (SL; mm) 283.5 226 133.0–410.0
Measurements (% of SL)
  Body depth 38.7 40.0 38.0–41.5
  Body width 13.3 14.7 12.8–16.3
  Head length 30.0 30.4 29.5–33.2
  Snout length 12.4 13.5 6.4–9.5
  Upper-jaw length 9.9 9.9 7.9–11.1
  Orbit diameter 6.6 7.3 6.6–9.0
  Preorbital depth 6.9 8.6 6.8–8.5
  Interorbital width 8.6 8.7 8.4–10.5
  Caudal-peduncle depth 10.4 11.3 10.7–11.8
  Caudal-peduncle length 23.5 26.5 22.6–25.2
  Spinous dorsal-fin base 28.3 26.4 26.9–29.4
  Soft dorsal-fin base 36.8 38.9 36.6–41.1
  First dorsal-fin spine 6.5 6.2 4.3–10.2
  Second dorsal-fin spine 14.1 13.7 8.7–16.9
  Third dorsal-fin spine 14.6 15.0 10.6–16.8
  Fourth dorsal-fin spine 13.6 14.8 10.0–17.2
  Fifth dorsal-fin spine 12.8 damaged 9.9–15.8
  Longest dorsal-fin ray 16.2 17.8 13.9–20.3
  Anal-fin base 8.8 11.2 9.0–11.2
  First anal-fin spine 2.5 2.9 2.2–4.3
  Second anal-fin spine 10.5 12.6 8.0–13.9
  Third anal-fin spine 10.3 13.8 8.8–14.2
  Longest anal-fin ray 18.0 19.7 16.6–20.9
  Caudal-fin length 22.3 20.0 20.0–23.8
  Longest pectoral-fin ray 21.1 21.0 21.1–21.9
  Longest pelvic-fin ray 23.6 23.9 24.1–27.4
Counts
  Dorsal-fin rays X, 24 X, 25 IX–X, 22–24
  Anal-fin rays III, 7 III, 7 III, 6–7
  Pectoral-fin rays 17 17 17
  Pelvic-fin rays I, 5 I, 5 I, 5
  Tubed lateral-line scales 57 57 55–57
  SALLD** 14 16 14–15
  Upper gill-rakers 6 7 6–7
  Lower gill-rakers 13 13 13–14
*Holotype and four paratypes; **SALLD: scales above lateral 

line to dorsal-fin origin.
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